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 「ピングラウト工法技術資料」Ｐ３２～Ｐ３７の「水道水(飲料水)に対する安全性」につ

いての記述は、昭和 62 年～63 年に当時の省令の基準値に基づいて行われた試験の結果を報

告したものです。その後、省令の改正・基準値の変更に伴い平成 24 年 11 月に改めて、下記

の要領にて水質試験を行いました結果をご報告致します。 

 

記 

１．水質検査の概要 

ＮＬペーストは、ポリイソシアネートを主成分とし、活性水素化合物と常温で反応して固形

物となる。ピングラウト工法では、主に水と反応させ、コンクリート構造物などのひび割れ部

に強靭な発泡硬化物を生成させることにより止水効果が得られる。このＮＬペーストが水道水

に 0.01％混入した場合を想定し、ＮＬペースト 0.01％水溶液にて試験を行った。 

《 試 験 依 頼 先 》 財団法人 北里環境科学センター 

《 試 験 体 作 成 機 関 》 エムシー工業 株式会社 柏原工場 

《水質試験の基準及び検査項目》 水質基準に関する省令(平成 15年厚生労働省令第 101号) 

平成 23 年 4月 1日施行 水質基準に関する省令等の一部を改正する省令（平成 23年 1月

28日厚生労働省令第 11号）による水道法に基づく水質基準、50項目を測定。 

※最終改正：平成 27 年 3月 2日厚生労働省令第 29号、51項目の基準値に適合しています。 

◆平成 26 年 4 月 1 日施行 『亜硝酸態窒素』を水質基準に追加  ⇒当該項目のみ検査済み 

◆平成 27 年 4 月 1 日施行 『ジクロロ酢酸』『トリクロロ酢酸』基準値の強化 ⇒基準値クリア 

 

２．試験結果 

51項目全ての分析試験項目について水道法水質基準に適合。 

コンクリート水槽等のひび割れにＮＬペーストを注入する場合、ＮＬペーストの原液が水道水

と接触する事は殆ど無く、仮に貫通ひび割れより浸み出したとしても急速に発泡硬化するため、

実際の混入量は 0.01％に満たないごく僅かの量である。従って安全性に問題はない事がこの試

験結果から判る。 

以 上 
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